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国際化推進グループ
１　国際交流の推進
　府内自治体が地域特性を生かした国際化を推進するため、府と市町村国際化推進担当課、地域国際化協会で構成する「大阪府自治体国際化　推進連絡会議」を設置し、情報交換、相互啓発等による連絡・協調体制を確立。
２　国際交流推進拠点整備事業
　地方公共団体の共同事業として、海外の主要都市に事務所を設置し、現地大使館等と協力して、外国における地方行財政の動向及び地域活性化のための取組状況などの把握、地方公共団体が参加する行事等に関する現地での連絡調整、地方公共団体関係者の現地調査に対する便宜供与等を行う(一財)自治体国際化協会に対し負担金を支出した。
（負担金）
	年　度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予算額
	80,000千円
	80,000千円
	79,000千円

	決算額
	80,000千円
	80,000千円
	79,000千円


３　外国人相談事業
在住外国人のための情報提供や相談等を行う「大阪府外国人情報コーナー」を運営する（公財）大阪府国際交流財団に対し補助金を支出した。また、「外国人の住みやすい大阪を考える関係機関等連絡会議」の構成員として、関係機関が一堂に集まり各種相談に応じる「外国人のための一日インフォメーションサービス」を開催した。
(1) 外国人受入環境整備事業（大阪府外国人情報コーナー）
　設置場所　（公財）大阪府国際交流財団内

　対応言語　日本語、英語、韓国・朝鮮語、中国語、ポルトガル語、スペイン語、フィリピン語、
タイ語、ベトナム語、インドネシア語、ネパール語
　　 相談件数　2,312件
（補助金）

	年　度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予算額
	20,000 千円
	20,000 千円
	19,000 千円

	決算額
	20,000 千円
	20,000 千円
	19,000 千円


(2)外国人のための一日インフォメーションサービス
　　　第１回　　令和３年７月25日（日）（大阪国際交流センター）
　　　第２回　　令和３年12月19日（日）（大阪国際交流センター）
４　グローバル人材の育成
　大阪の国際競争力を高めるため、世界で通用するグローバル人材の育成を行った。

(1)高校生等海外進学支援事業（通称：おおさかグローバル塾）
海外の大学での学位取得をめざす府内在住の高校２・３年生を対象に、海外進学に対応できる高い英語力やコミュニケーション力を習得させるとともに、きめ細かな進路指導や奨学金の獲得方法の指南など総合的な支援プログラムを実施した。
※令和２・３年度においては、新型コロナウイルス感染症対策に重点的に取り組むため、事業を縮小し、英国短期留学については実施を見送った。
　また、おおさかグローバル塾修了生で海外進学した対象者に、「高校生等海外進学助成金」を交付した。
・実施内容　７月から９月　　　　　海外進学準備講座（原則毎週日曜日、全10回）

８月　　　　　　　　　英国リーズ大学とのオンライン交流（５日間）
10月から翌年１月　　　海外大学受験講座（原則隔週日曜日、全10回）

・修了生数　45名
	年　度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予算額
	35,897 千円
	16,649千円
	22,439千円

	決算額
	33,807 千円
	13,529千円
	18,846千円


(2)実践的英語体験活動推進事業（通称：グローバル体験プログラム）
府内の高校生・中学３年生を対象に、模擬施設や外国人スタッフを活用した英語による実践的な体験学習を実施した。

　　　・実施期間　６月から翌年３月

　・参加者数　1,971名（うち高校生1,789名、中学生182名）
	年　度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予算額
	8,003 千円
	7,894千円
	7,800千円

	決算額
	7,947 千円
	6,322千円
	7,800千円


５　外国人留学生就職支援事業
　　　府内の大学等の外国人留学生に対して、就職活動やインターンシップ、ビジネス日本語等に関するセミナーを実施し、大阪企業への就職促進を図った。
・実施内容　就職セミナー（10回）
・参加者数　延べ582人
	年　度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予算額
	2,175 千円
	2,041 千円
	2,205 千円

	決算額
	1,458 千円
	641 千円
	753 千円


６　グローバル人材育成基金の管理 ［創設年月日 平成30年4月1日（大阪府基金条例）］
　世界で活躍することのできる人材の育成及び外国人留学生の受入れに係る環境の整備に資する「グローバル人材育成基金」の管理を行った。
　　
　　　基金の管理状況
	区　分
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	積立額
	60千円
	11,233千円
	11,280千円

	基金運用収入
	165千円
	138千円
	124千円

	取崩し額
	43,212千円
	20,491千円
	27,399千円

	基金総額
	479,690千円
	470,570千円
	454,575千円


７　災害時多言語支援事業
「災害時多言語情報発信基盤整備事業」を実施し、災害時に外国人旅行者が必要とする情報を提供する災害多言語情報ウェブサイト・アプリ「Osaka Safe Travels」の運用を行った。
※令和３年度においては、新型コロナウイルス感染症対策として、医療機関情報検索サイトのリンクを掲載した。
	年　度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予算額
	68,553 千円
	12,993 千円
	14,201 千円

	決算額
	68,395 千円
	12,993 千円
	14,200 千円


８　移譲事務交付金の支出（旅券発給事務）
　　　大阪版地方分権推進制度に基づき、旅券発給事務の一部について移譲を受けた市町村に対して移譲交付金を交付した。

　　　令和３年度末時点で移譲済の団体数　42市町村(大阪市以外の府内全市町村)
　  　（補助金）

	年　度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予算額
	212,090 千円
	34,483 千円
	26,389 千円

	決算額
	190,171 千円
	34,180 千円
	23,396 千円


都市外交グループ
１　来阪外国賓客等の接遇
　　大阪を訪れる国公賓をはじめとする外国賓客や在関西の総領事館等の接遇を行い、大阪の魅力を紹介するとともに、友好促進に努めた。
令和３年度における外国賓客等の来訪状況　22件
	
	年月日
	国・地域名
	職　名
	氏　名
	主な府側

対応者

	1
	R3.5.13
	ハンガリー
	駐日大使
	パラノビチ・ノルバート
	知事

	2
	R3.6.24
	米国
	政治経済担当領事
	コリン・フィッシャウィック
	国際交流監

	3
	R3.7.19
	フランス
	ヴァルドワーズ県経済振興委員会副会長 兼 事務局長
	ジャン・フランソワ・ブノン
	国際課課長補佐

	4
	R3.8.19
	米国
	政治経済担当領事
	ジェームズ・ハサウェイ
	国際交流監

	5
	R3.9.17
	フランス
	在京都総領事
	ジュール・イルマン
	国際交流監

	6
	R3.10.19
	アイルランド
	駐日大使
	ポール・カヴァナ
	国際交流監

	7
	R3.10.25
	フランス
	在京都総領事
	ジュール・イルマン
	教育庁

	8
	R3.10.29
	英国
	在大阪総領事
	キャロリン・デービッドソン
	山口副知事
（企画室対応）

	9
	R3.11.9
	トルコ
	在名古屋総領事
	ウムット・リュトフィ・エズテュルク
	知事

	10
	R3.11.15
	スイス
	駐日大使
在大阪領事
	アンドレアス・バオム
メスナー・フェリックス・ミヒャエル
	知事

	11
	R3.11.17
	UAE
	駐日大使
	アル・ファヒーム
	知事
（商工労働部対応）

	12
	R3.11.19
	オーストラリア
	在大阪総領事
	トレバー・ホロウェイ
	知事

	13
	R3.12.7
	オーストラリア
	第二等書記官 兼 領事
	ステファニー・ポドゴロニック
	危機管理室ほか

	14
	R3.12.8
	オーストラリア
	在大阪総領事
	トレバー・ホロウェイ
	都市整備部

	15
	R3.12.21
	韓国
	副総領事
	李　弘燁
	国際交流監

	16
	R3.12.23
	ロシア
	在大阪総領事
	テルスキフ・アレクサンダー
	知事

	17
	R4.1.27
	韓国
	副総領事
	李　弘燁
	IR推進局

	18
	R4.1.27
	インドネシア
	駐日大使
	ヘリ・アフマディ
	国際交流監

	19
	R4.3.14
	コソボ
	書記官
	アルバー・メフメティ
	国際課長

	20
	R4.3.15
	ドイツ
	総領事秘書
	金子　沙織
	国際課課長補佐

	21
	R4.3.18
	韓国
	政務担当領事
	任　京勲
	国際交流監

	22
	R4.3.30
	中国
	山東省外事弁公室アジア処長
	馬　軍
	国際課課長補佐


　※過去の来訪件数
　　令和 ２年度　22件

　　令和 元年度　51件

　　平成30年度　68件
　　
　　
２　外国公館との連絡調整・行事対応など
　　国際交流を推進するため、在関西総領事館など外国公館との円滑な連絡調整に努め、行事出席対応等を行った。

　　　在関西（総）領事館　19館（18か国）
　　　在関西名誉（総）領事館　54館（50か国）　（令和４年３月31日現在）

３　在関西総領事等との意見交換会など
　　在関西総領事をはじめとする外国政府要人を通じて、大阪の魅力を広く海外へ発信するため、知事自らが総領事等に府政の重要な取組みや大阪の魅力を紹介するとともに、意見交換を毎年行っている。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点より、令和３年度は中止
４　総領事館等誘致促進事業
　　大阪の国際交流機能を強化し、経済や観光分野での交流促進に資するため、各国大使等の知事等への表敬訪問時の場などを通じて、大阪の魅力をＰＲするとともに、大阪市等と連携して、総領事館等の誘致活動等を実施した。
外事費の予算額及び決算額（上記１から４まで）
	年　度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予算額
	1,610千円
	1,611千円
	1,302千円

	決算額
	658千円
	333千円
	210千円


５　中華人民共和国上海市、江蘇省との友好交流
　　地理的、歴史的に緊密な関係を有する日中両国の相互理解の促進と地域の発展に貢献するため、昭和55年度に上海市及び江蘇省と友好関係を確立し、友好交流を行っている。
　　○青少年日中韓囲碁オンライン対局交流事業
　　　開催日　令和３年８月10日（火）～12日（木）
　　　会場　大阪産業創造館
　　　内容　一般公募により集まった10歳から19歳の８名の青少年が大阪府を代表して参加し、各国の参加者と囲碁オンライン対局を行った。また、全ての対局が終了したあとは、各地の参加者とビデオを通じて交流を行った。
参加都市　江蘇省（中国）、全羅北道・京畿道（韓国）
　　
６　インドネシア共和国東ジャワ州との友好交流
　　昭和59年11月、インドネシア共和国東ジャワ州と「友好関係樹立に関する議定書」を交換し、友好交流を行っている。平成26年２月に知事が同州を訪問した際に、両地域の学生交流の実施に合意し、学生交流を行っている。
７　フランス共和国ヴァルドワーズ県との友好交流
　　昭和62年７月、フランス共和国ヴァルドワーズ県と「友好交流に関する覚書」を交換し、友好交流を行っている。
８　オーストラリア連邦クィーンズランド州との友好交流
　　昭和63年５月、オーストラリア連邦クィーンズランド州と「友好交流に関する覚書」を交換し、友好交流を行っている。

　○大阪府英語教員の派遣
　　実施期間　令和３年７月26日（月）～27日（火）

　　実施人数　３名
　　内　　容　クイーンズランド工科大学が提供する英語指導法研修プログラムをオンライン形式で行った。

　　
　　○クィーンズランド州日本語教員の受入れ
　　　受入期間　令和３年12月13日（月）～令和３年12月17日（金）
　　　受入人数　14名
　　　内　　容　（独）国際交流基金関西国際センター提供による日本語研修などをオンライン形式で行った。
９　ロシア連邦沿海地方との友好交流
　　平成４年12月、ロシア連邦沿海地方と「友好交流に関する覚書」を交換し、友好交流を行っている。現在、新たな交流事業の検討は見合わせている。

10　アメリカ合衆国カリフォルニア州との友好交流
　　平成６年11月、アメリカ合衆国カリフォルニア州と「相互協力に関する協定」を交換し、友好交流を行っている。
11　イタリア共和国ロンバルディア州との友好交流
　　平成14年７月、イタリア共和国ロンバルディア州と「合意議定書」を交換し、友好交流を行っている。
12　アラブ首長国連邦ドバイ市との友好交流
　　平成14年10月、アラブ首長国連邦ドバイ市と「友好交流に関する協定」を交換し、友好交流を行っている。
13　ベトナム社会主義共和国ホーチミン市との友好交流
　　これまでの経済を中心とする交流に加え、さらに他分野における両都市間の交流を積極的に行っていくため、平成19年10月に「友好交流に関する議定書」を交換し、友好交流を行っている。
友好交流事業の予算額及び決算額（上記５から13まで）
	年　度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予算額
	2,066千円
	2,066千円
	1,963千円

	決算額
	1,312千円
	33千円
	127千円


14　外国青年招致事業（JETプログラム）
　　国際化への対応の一環として総務省、文部科学省、外務省と地方公共団体が実施する「語学指導等を行う外国青年招致事業」を推進するため、（一財）自治体国際化協会との連絡調整を行った。
（負担金）
	年　度
	平成元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予算額
	1,200千円
	1,200千円
	1,200千円

	決算額
	1,200千円
	1,200千円
	1,200千円


　　
招致人数（本府関係、政令市を除く＜各年２月末現在＞）
	区　分
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	府CIR
	０名
	０名
	０名

	市CIR
	４名
	３名
	６名

	府ALT
	０名
	０名
	０名

	市町村ALT
	118名
	74名
	138名

	市SEA
	０名
	０名
	２名

	合計
	122名
	77名
	146名


（CIR: 国際交流員、ALT：外国語指導助手、SEA：スポーツ国際交流員）
※各年度内実来日者数で記載
15　青年海外協力隊等JICAボランティア事業への協力
　　（独）国際協力機構（JICA）が行っている青年海外協力隊・シニア海外ボランティア等の国際ボランティア事業について、隊員募集等についてホームページに掲載するなど広報協力を行った。
国際ボランティア事業に係る大阪府出身者（新規派遣者）の表敬訪問数
	令和元年度
	令和２年度　※
	令和３年度　

	38名
	０名
	６名


※新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度は新規派遣なし

16　（独）日本貿易振興機構（JETRO）への派遣研修
　　国際人材育成のための取組みの一環として、同機構を通じて、国際課職員を同機構サンフランシスコ事務所へ派遣した。
	年　度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予算額
	1,341千円
	12千円
	6,788千円

	決算額
	1,114千円
	12千円
	5,789千円



